
日本包装専士会関西委員会ミニセミナー記録

2024.12.15.作成

開催日時 17：00ー18：30

講　　師 今田克己

出席者（敬称略・順不同）

【対面】　平田達也、今田克己、清水太一、堤正一、
　　　　　 山本高之、小谷聖（以上関西理事）、
【Web】　 松田充広
【欠席】　岡美奈　（出張）

内　　容

【改正食品衛生法の課題】

(写真等)

【再生プラスチックの衛生性・安全性】

講義の
状況

包材の安全性は食品衛生法の改正とともにポジティブリストが導入され、プラスチックについてはやっと
欧米と議論できるようになってきたが、まだ、世界標準には及ばない。サーキュラーエコノミーの観点か
らプラスチックのリサイクルを推進するため、「プラスチック資源循環法」が制定されたが、緒についた段
階であり、社会循環とはほど遠く、欧米より10年以上遅れている。再資源の循環を進めるにはリサイク
ル樹脂の衛生性と安全性を担保し、食品接触包材として活用しないと量的に社会循環していかない。あ
わせて食品に直接接触する印刷インキの安全性にも触れ、欧米の状況と日本の現状をみて、課題が何
であるか，考察する。

今田包装技術企画　代表　（包装専士）

2024年11月27日

テーマ名

食品接触包材の安全性
　事前学習：緩い・遅い日本の基準
（１）容リ法・プラ資源循環法の現状
（２）改正食品衛生法（日本）での規制
（３）リサイクル樹脂の取扱い
　　（欧米の基準）


